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Evaluation on fair trade town movement 
to complement non-interactive sales of fair trade: 
- Zushi city case study - 
Megumi MORITA 
Abstract: 
Domestic awareness and sales of fair trade have improved in recent years. Though the mainstreaming of fair 
trade shopping has transferred to mass retailers, chain stores, and mail orders, this has negated the need for 
social interaction. As a consequence, this may disrupt a deepening understanding of fair trade, and cause 
insecurity of its future market. This study, taking Zushi case, evaluates the roles of a fair trade town movement 
which complement the non-interactive fair trade in four aspects: providing information on fair trade and 
backgrounds of fair trade products, facilitating the exchange of views on fair trade, supporting small stores 
within the community where customer can interact face to face.   
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スで 124 億円(2019)4であり世界の 1%程度に留まる
が、それでも 10 年間で 8 倍以上増加している。フェ
アトレードの認知度も、海外のそれに遠く及ばずな
がら、年々上昇しており、直近の調査では 3 人に 1
人は内容も理解するようになった。中でも 10 代の認





























































中央大学政策文化総合研究所年報第 17 号 137-153 頁。 
10 中小企業庁(2018)「平成 30 年度商店街実態調査」。 
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非対話化フェアトレードを補完するフェアトレードタウン運動の評価 ―逗子市を事例として―（森田） 
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17 2020 年 9 月現在。 
18 Elisa Arond, “The Fairtrade Towns Initiative” 
Oxfam America,2006. 
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52.9％ 62.1% 54.2% 
認知率(内容も知っ
ている) 
36.3％ 39.8% 29.3% 
購入歴あり(認知者
ベース) 
45.4％ - - 
フェアトレードタ
ウンの知名度 









と倫理的消費に関する全国意識調査 2015 」。 
みが進んだにもかかわらず、市民の半数近くがフェ














ンの 2016 年のテーマが「Sit down for breakfast and 



















あったが、FTTZ の企画担当者が 1 軒ずつ客として店
を廻りながら参加を呼びかけ、初年度は 15 店が参加
した。「フェアトレードランチへ GO!」と題したキャ








2 回目となる 2020 年度は、店舗からの提案もあり、
「フェアトレードｘ地産地消ランチキャンペーン 
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が 5 月から 7 月に延期され、2 店舗は辞退となり結果
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－ 105 － 
いくことで、フェアトレードタウンへの帰属意識や
シティプライドが醸成されていく。 
二点目の学びは、フェアトレードのツールとして
の有用性である。生産、流通、消費、環境など多様
な切り口を提供するフェアトレードは、商品という
実体を伴うがゆえに多様な市民との接点を見出すこ
とができる便利な市民活動ツールといえる。国内で
広がるタウン運動も、フェアトレードをツールとし
たまちづくり、とみることができる。 
三点目は、地域活性化とフェアトレードの相関に
ついてである。フェアトレードとは、より本質的な
意味において、人と人との対等性を確保することで
あり、目指すところは共生社会の実現である。その
ためには、互いによく知り合うこと、対話をするこ
となどのプロセスが必要となる。タウン運動の取り
組みは、認知度向上を目指しながら、多様な団体と
の連携を副産物として享受している。フェアトレー
ドタウンが地域とともにさらに活動を展開していく
には、社会的活性化およびそれを通じた経済的活性
化に貢献するなど、「地域課題へのアプローチ」の視
点が求められている。 
今回取り上げた逗子市の取り組みは、おそらく特
別なものではない。同様の、しかし各地域の創意工
夫の加味された多様な活動が全国、全世界各地で行
われている。そしてこうしたタウン運動に共通して
いるのは、「人が集う」「対話がうまれる」というこ
とである。フェアトレードをキーワードにして、人
が集い、対話がうまれることで、より生産者を身近
に感じたり、既存の社会・経済状況を疑問視したり
と情感と認知に変化が起こる。それが購買やイベン
ト参加等の個人の行動変容につながり、結果的にフ
ェアトレード及び地域活性化の両方を支援する。こ
うした機能は、まさに地域で小規模店主がこれまで
コツコツと果たしてきた役割である。 
本稿は、量販店やチェーン店におけるフェアトレ
ード商品の販売を否定するものでは決してない。フ
ェアトレードを見聞きしたことのある人が、半数に
留まる日本においてフェアトレード支援を展開する
には、販売や商品の露出の量的な拡大は必要不可欠
なものと考える。一方で、非対話化フェアトレード
が進む中、フェアトレードの情報不足と対話の場不
足による“イメージ先行”の購入パターンは、昨今
のコロナ禍などによる社会・経済情勢の不安定化と
あいまって、フェアトレード市場の縮小を招きかね
ない。フェアトレードによる真の課題解決のために
は、現地における実践および情報を誤解なく提供す
る側の責務のみならず、それらの情報を消費の場で
共有し、対話の場づくりを行うフェアトレードタウ
ン運動も補完的な役割を担うことを期待されている。 

